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１． 研究計画の概要 
本研究は、ヘルスプロモーションモデルであ

る PRECEDE-PROCEED Model による不妊治療中

の女性のための生殖性（Generativity）に焦

点を当てたグループ健康教育である新しい

次代世代養育プログラムを開発することに

ある。Generativity とは、成人期の発達課題

である「健康な子どもの出産」を含む次世代

養育への関わりである。当初の研究成果の一

つである臨床データは、患者数の減少、治療

方針の変更から採取不能であった。また、男

性への意識調査は、分析可能なデータ数まで

の同意が得られなかったため、女性に焦点を

あてた分析とした。その結果、次代養育プロ

グラム介入による対象者の意識変化を RCT研

究デザインにより検証し、新しい次世代養育

プログラムを開発した。 

２． 研究の進捗状況 
（1）事前アセスメント段階では、不妊女性

400 名（有効回収数 313）および経産婦 300

名（有効回答数 256）を対象とした次世代養

育意識調査を行った。不妊治療中女性群の平

均年齢:35.99 歳（SD4.6）、平均不妊月数は

42.86 月（SD33.1）であり、経産婦群の妊娠

までの平均月数は 11.96 月（SD14.8）であっ

た。次世代養育意識に関連する因子抽出した

結果、19 因子が抽出され、不妊女性群は経産

婦群に比較し有意に、Generativity意識は高

値を示し、日常生活習慣も良好な結果であっ

た（p<0.01）。「女性の生き方に関する考え」

「栄養と食品の選択」「不妊治療の意義」「子

育ての社会的責任」「社会的責任を果たすこ

と」「性の教育」の 6因子が、Generativity

と有意な相関を認めたため（Ｒ2＝0.33 

p<0.01）、それら因子を含む仮のプログラム

を作成し介入研究を実施し、介入成果を不妊

女性のGenerativity、QOLのさらなる向上、

健康な身体、健康な子どもの出産につなげる

こととした。 

（2）２市の 74 名の不妊治療中女性から参加

同意が得られ、参加型と情報提供型での次世

代養育健康教育プログラムを実施した。さら

に A 病院で不妊治療中の 22 名の不妊女性も

参加に同意し、22 名の不妊女性は無作為に 2

グループに分け、同様な 2方法のプログラム

を実施した。 

（3）健康教育プログラム前後の各因子間の

平均得点を二元配置分散で分析し、各群間に

おける介入有用性を検討した結果、不妊女性



の Generativity は、2市の前後比較研究と A

病院の無作為割付けのいずれの介入研究に

おいても、参加型健康教育プログラムで有意

に上昇し（p<0.01）、これらの結果から、新

次世代養育プログラムは 11 因子で構成され

る参加型健康教育が効果的であると判断で

きた。健康な身体の客観的指標として体組成

分析、動脈硬化度、妊娠・出産率は、データ

数の不足もあり、教育効果を示す有意な結果

を得ることは出来なかった。 

（４）卵巣機能維持のための代替療法や生活

習慣の獲得について、一般不妊治療主体で、

生薬、漢方、鍼・灸が不妊治療に導入してい

るモンゴル国不妊女性 200名の日常生活調査

結果を含めて、プログラム完成を目指す予定

である。 

３．現在までの達成度：② 

A 病院の不妊治療者が減少し、介入研究参

加者数は予定数に達しなかったため、当初予

定していた血液検査データの分析は困難で

あった。そのため、主に調査票によるプログ

ラム介入効果の検証を行った。その結果、「不

妊夫婦のための次世代養育プログラム」の構

成因子を明らかにでき、RCT によりその効果

を検証できた。22 年度にはプログラムを

DVD 化し、広く普及を目指す予定である。 
４．今後の研究の推進方策 

22 年度には開発したプログラムを DVD 化し、

普及を目指す予定である。 
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